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Ⅰ
．
は
じ
め
に

一�

、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
（
金
融
安
定
理
事
会
）
の
各
国
ピ
ア
レ

ビ
ュ
ー

　

金
融
安
定
理
事
会
（Financial Stability Board

以

下
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）
は
、
昨
年
一
二
月
に
日
本
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー

報
告
書⑴

を
公
表
し
た
。
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
に
は
、

テ
ー
マ
別
レ
ビ
ュ
ー
と
各
国
レ
ビ
ュ
ー
が
あ
り
、
各
国
レ

ビ
ュ
ー
は
五
年
毎
に
実
施
さ
れ
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
世
銀
に
よ
る

金
融
安
定
評
価
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
）
を
補
完
す
る

も
の
で
あ
る
。
今
回
の
日
本
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
は
、
マ
ク
ロ

プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
枠
組
み
と
金
融
機
関
の
破
綻
処
理
制

度
の
二
分
野
を
対
象
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
マ
ク
ロ
プ

ル
ー
デ
ン
ス
政
策
枠
組
み
に
関
す
る
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
の
概

要
を
紹
介
す
る
。

　

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
報
告
書
は
、
前
回
（
二
〇
一
二
年
）
の

Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ⑵

で
行
わ
れ
た
提
言
（
図
表
１
参
照
）
へ
の
対
応

な
ど
の
進
展
状
況
を
評
価
し
た
上
で
、
追
加
の
措
置
に
つ

い
て
計
七
項
目
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
（
マ
ク
ロ
プ
ル
ー

デ
ン
ス
政
策
枠
組
み
に
つ
い
て
三
項
目
、
破
綻
処
理
制
度

関
連
が
四
項
目
）。
な
お
、
六
月
一
九
日
公
表
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ

Ｆ
Ｓ
Ｂ
（
金
融
安
定
理
事
会
）
に
よ
る
日
本
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
（
上
）

―
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
枠
組
み
の
評
価
―

佐
志
田　

晶　

夫



146―　　―

証券レビュー　第57巻第７号

〝
二
〇
一
七
年
対
日
四
条
協
議
終
了
に
あ
た
っ
て
の
声

明
〟
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
七
年
四
月
ま
で
新
た
な
対
日
Ｆ

Ｓ
Ａ
Ｐ
が
実
施
さ
れ
て
い
る⑶

。

二
、
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
に
つ
い
て

　

マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し

て
お
き
た
い
。
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
の
定
義
や
各

国
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
－
Ｆ
Ｓ
Ｂ
－
Ｂ
Ｉ

Ｓ
が
昨
年
共
同
で
ま
と
め
た
〝
効
果
的
な
マ
ク
ロ
プ
ル
ー

デ
ン
ス
政
策
の
要
素
に
関
す
る
報
告
書
（Elem

ents of 

Effective M
acroprudential Policies

）〟
が
参
考
に
な

る
。
同
報
告
書
で
は
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
を
、
シ

ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
を
抑
制
す
る
た
め
、
主
要
な
プ
ル
ー

デ
ン
ス
（
健
全
性
）
規
制
手
段
を
用
い
る
政
策
と
定
義
し

て
い
る
。

　

マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
の
手
段
に
は
、
広
義
の
資

本
規
制
手
段
（
カ
ウ
ン
タ
ー
・
シ
ク
リ
カ
ル
・
バ
ッ

フ
ァ
ー
、
変
動
引
当
金
な
ど
）、
部
門
別
資
本
規
制
・
資

産
抑
制
手
段
（
部
門
別
の
自
己
資
本
規
制
・
リ
ス
ク
ウ
ェ

イ
ト
調
整
、
Ｌ
Ｔ
Ｖ
（
担
保
価
値
掛
目
）
比
率
、
Ｄ
Ｔ
Ｉ

（
債
務
対
所
得
）
比
率
な
ど
）、
流
動
性
規
制
な
ど
が
あ

る
。
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全

体
の
状
況
を
把
握
し
、
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規
制
手
段
を
反
循

環
的
に
操
作
し
、
資
産
価
格
上
昇
を
伴
っ
た
過
度
の
信
用

拡
大
や
金
融
機
関
の
全
般
的
な
脆
弱
化
を
防
ぐ
こ
と
を
目

指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

国
際
金
融
危
機
後
に
多
く
の
国
で
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン

ス
政
策
の
運
営
枠
組
み
が
強
化
さ
れ
た
が
、
各
国
の
体

制
・
制
度
は
異
な
り
（
図
表
２
参
照
）、
用
い
ら
れ
る
政

策
手
段
も
多
様
で
あ
る⑷

。
日
本
で
は
金
融
規
制
当
局
で
あ

る
金
融
庁
が
主
な
役
割
を
担
い
、
中
央
銀
行
が
主
要
な
役

割
を
担
う
英
国
や
複
数
の
当
局
に
よ
る
委
員
会
が
設
置
さ

れ
た
米
国
な
ど
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
多
く
の
国
々
が
、

Ｌ
Ｔ
Ｖ
比
率
規
制
な
ど
の
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規
制
手
段
を
金
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融
サ
イ
ク
ル
抑
制
の
た
め
に
用
い
て
い
る
が
、
日
本
の
政

策
手
段
は
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
に
対
応
し
た
資
本
保
全
バ
ッ

フ
ァ
ー
や
カ
ウ
ン
タ
ー
・
シ
ク
リ
カ
ル
・
バ
ッ
フ
ァ
ー
な

ど
に
限
定
さ
れ
る
。
金
融
庁
は
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規
制
手
段

の
操
作
よ
り
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
の
視
点
を
基
に
し
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
強
化
と
監
督
・
指
導
を
通
じ
た
金
融
機
関

へ
の
働
き
か
け
を
重
視
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

次
章
か
ら
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
報
告
書
の
概
要
を
構
成
に

沿
っ
て
紹
介
す
る
。
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
は
日
本
の
マ
ク
ロ
プ

ル
ー
デ
ン
ス
政
策
運
営
に
つ
い
て
、
制
度
・
体
制
面
の
整

備
状
況
、
金
融
庁
と
日
本
銀
行
な
ど
関
係
当
局
間
の
協

力
・
情
報
共
有
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
の
分
析
と
リ
ス

ク
評
価
の
増
強
、
公
衆
へ
の
情
報
伝
達
・
透
明
性
、
政
策

手
段
の
活
用
状
況
な
ど
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
政

策
運
営
体
制
の
強
化
、
関
係
当
局
間
の
協
力
、
金
融
安
定

分
析
の
拡
充
の
三
項
目
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

システミック・リスク監視と緊急時対応計画での、より緊密かつ継続的な当局間協力のために、より組織
だった取決めを検討する

提言
目的：システミック・リスクの監視強化
定期的なテーマ毎のリスク評価（様々なタイプの金融機関に対して）枠組みおよびマクロプルーデンス目
的のボトムアップ・ストレステストの開発
システム上適切な金融機関、市場およびインフラの監視・監督を増強

内部のガバナンス改善および監査役と監査委員会の役割強化を通じての対応を含めて、金融機関自身によ
るリスク管理強化を促す
より拡張され、リスクベース化された検査プログラム、拡充された監査要件および登録手続の改善によ
り、証券会社の監督を強化する

国家（ソブリン）と金融安定の相互連関を緊密に監視し、リスク管理枠組みがストレス状況下でも十分頑
健であることを確実にする
目的：プルーデンス政策と監督の枠組みを質的に強化する
金融庁の規制についての権能を再検討し、監督に関する技能と資源について妥当性を評価する
金融機関の脆弱性評価と監督密度の優先順位付けについて、より定型化したリスクベース枠組みに向かう
国内で活動する銀行の最低自己資本比率を、国際的に活動する銀行に求められる自己資本比率に近い水準
にまで引き上げ、資本バッファーをリスクの重大性に見合うものにする
銀行の大口エクスポージャー上限に対する監督上の要件を強化する

出所：IMFカントリーレポート（１２/２１０）図表 1より部分引用（引用者仮訳）

図表１　2012年の日本 FSAP－優先度が高い提言（マクロプルーデンス関連）
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Ⅱ�

．
日
本
の
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政

策
枠
組
み

一�

、
当
局
間
の
連
携
～
二
〇
一
二
年
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
の
指
摘

　

二
〇
一
二
年
の
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
で
は
日
本
の
体
制
に
関
し

て
、
金
融
危
機
の
場
合
を
除
け
ば
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス

政
策
に
関
す
る
協
調
を
行
う
委
員
会
は
な
く
、
各
当
局
間

の
協
調
は
概
ね
非
公
式
な
も
の
だ
と
し
て
い
た
。
ピ
ア
レ

ビ
ュ
ー
で
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
後
に
行
わ
れ
た
主
要
な
措
置
を

概
観
し
一
定
の
評
価
を
し
て
い
る
。

二
、
実
施
さ
れ
た
措
置
と
行
動
計
画

⑴　

体
制
の
整
備

（
日
本
銀
行
と
金
融
庁
の
役
割
）

　

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
は
、
日
本
で
は
金
融
庁
と
日
本
銀
行
が

主
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
し
た
上
で
、
両
当
局
の
役

別建ての委員会モデル

モデル 1（理事会または総裁） モデル 2（内部委員会） モデル 3（中央銀行外部に設置
された委員会）3

主な国の事例
中央銀行モデル

アルゼンチン、ベルギー、ブラ
ジル＊1、キプロス、チェコ、エ
ストニア＊、香港＊、ハンガリー、
インドネシア、アイルランド、イ
タリア、レバノン、リトアニア、
オランダ＊、ニュージーランド、
ノルウェー2、ポルトガル＊、ロ
シア、シンガポール、スロバキ
ア、スイス2

アルジェリア、マレーシア＊1、モ
ロッコ、サウジアラビア、タイ、
英国

オーストリアM、チリM、デンマ
ークC、フランスM、ドイツM、
アイスランドM、インドM、韓国
M、マルタC、メキシコM、ポー
ランドC、ルーマニアC、トル
コM、米国M

各モデルに該
当する国々

（注１）　＊印は他の監督当局を含み調整の役割を果たす追加的な委員会があることを示す
（注２）　ノルウェーとスイスでは、中央銀行にはカウンターシクリカル・バッファーに関する提言

を行う責務がある。なお、最終権限はそれぞれ財務省、スイス連邦参事会（内閣）にある。
（注３）　CとMは、委員会の議長がそれぞれ中央銀行か大臣（通常は財務大臣）かを示す｡
捕捉（引用者）　一部の国の体制では中央銀行の役割はより限定され（スウェーデン）、複数の当

局に権限が分かれる事例（カナダ）や健全性規制当局がマクロプルーデンス政策での主
要な権限を持つ場合（日本とオーストラリア）がある。

〔出所〕　IMF-FSB-BIS「効果的なマクロプル－デンス政策の要素に関する報告書」より引用（仮
訳）

図表２　各国のマクロプルーデンス政策の運営体制 
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割
・
権
限
を
説
明
し
て
い
る
。
日
銀
は
、〝
資
金
決
済
の

円
滑
の
確
保
を
図
り
、
も
っ
て
信
用
秩
序
の
維
持
に
資
す

る
こ
と
〟
を
目
的
の
一
つ
と
す
る
（
日
本
銀
行
法
）。
金

融
機
関
の
考
査
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
そ
れ
が
金
融

市
場
の
デ
ー
タ
、
支
払
・
決
済
シ
ス
テ
ム
の
機
能
に
関
す

る
情
報
と
と
も
に
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
の
分
析
や
対
応

措
置
策
定
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
金
融
政
策
の

実
施
に
際
し
て
、
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
面
の
見
方
を
提

供
し
よ
う
と
し
て
い
る⑸

。

　

日
銀
で
は
、
金
融
機
構
局
が
金
融
安
定
を
担
当
し
考

査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
金
融
機
関
の
経
営
環
境
と

リ
ス
ク
管
理
体
制
の
情
報
を
収
集
、
他
局
の
情
報
も
利
用

し
て
金
融
シ
ス
テ
ム
の
リ
ス
ク
を
分
析
し
評
価
し
て
い

る
。
金
融
シ
ス
テ
ム
レ
ポ
ー
ト
は
政
策
委
員
会
で
報
告
・

議
論
さ
れ
、
金
融
機
関
の
事
業
環
境
と
財
務
リ
ス
ク
、
信

用
と
市
場
の
動
向
が
、
金
融
政
策
決
定
会
合
の
前
に
政
策

委
員
会
で
報
告
さ
れ
る
。

　

金
融
庁
は
、
金
融
機
関
の
統
合
さ
れ
た
規
制
・
監
督
当

局
で
あ
り
、
金
融
の
機
能
の
安
定
確
保
、
預
金
者
、
保
険

契
約
者
、
有
価
証
券
の
投
資
者
他
の
保
護
お
よ
び
金
融
の

円
滑
を
図
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
上

重
要
な
金
融
機
関
の
指
定
、
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
目
的

を
含
む
健
全
性
規
制
手
段
の
使
用
に
責
任
を
持
ち
、
破
綻

処
理
当
局
で
も
あ
る
。
二
〇
一
五
年
七
月
に
は
、
総
務
企

画
局
に
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
総
括
参
事
官
室
を
設
置
、

金
融
市
場
動
向
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
銀

行
（
三
メ
ガ
バ
ン
ク
）
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
マ
ク
ロ
プ

ル
ー
デ
ン
ス
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
検
査
局
お
よ
び

監
督
局
の
検
査
・
監
督
チ
ー
ム
と
協
働
し
て
い
る⑹

。

　

両
当
局
以
外
に
は
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
監
視
や
マ
ク

ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
の
立
案
に
関
与
す
る
機
関
は
少
な

い
が
、
預
金
保
険
機
構
（
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）
は
破
綻
処
理
で
の

機
能
を
委
任
さ
れ
金
融
庁
・
日
銀
と
協
力
す
る
。
財
務
省

は
、
健
全
な
財
政
、
通
貨
へ
の
信
頼
と
外
国
為
替
の
安
定
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確
保
を
任
務
と
し
て
い
る
。

　

マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
に
関
す
る
当
局
間
の
協
力

は
概
ね
非
公
式
な
も
の
だ
っ
た
が
、
二
〇
一
四
年
六
月
に

金
融
庁
・
日
本
銀
行
連
絡
会
（
Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｓ
）
が
設
置
さ
れ

た
。
た
だ
し
、
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
は
連
絡
会
の
開
催
は
プ
レ

ス
発
表
さ
れ
る
が
、
連
絡
会
は
規
制
や
法
令
に
基
づ
く
も

の
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

連
絡
会
は
金
融
庁
長
官
と
日
本
銀
行
副
総
裁
を
含
む
メ

ン
バ
ー
が
参
加
し
て
半
年
に
一
度
開
催
さ
れ
、
金
融
シ
ス

テ
ム
の
分
析
と
リ
ス
ク
評
価
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行

う
。
金
融
庁
の
総
務
企
画
局
と
日
銀
の
金
融
機
構
局
が
共

同
で
事
務
局
機
能
を
務
め
、
議
案
は
国
内
外
の
金
融
動
向

を
反
映
し
て
両
当
局
で
決
め
ら
れ
る
。
連
絡
会
は
意
思
決

定
機
関
で
は
な
く
、
特
定
の
脆
弱
性
の
分
析
を
要
請
す
る

こ
と
や
提
言
・
指
示
は
で
き
な
い
。
現
状
で
は
、
連
絡
会

を
開
催
し
た
事
実
の
み
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
で
の
変
動
を
踏
ま
え
二
〇

一
六
年
三
月
に
、
国
際
金
融
市
場
に
関
し
て
情
報
交
換
す

る
三
者
会
合
（
金
融
庁
、
財
務
省
、
日
銀
）
が
設
定
さ
れ

た
。
議
案
は
事
前
に
は
定
め
ら
れ
ず
、
政
策
に
つ
い
て
の

共
同
の
意
思
決
定
や
政
策
行
動
に
関
す
る
指
示
・
提
言
は

目
的
と
し
て
い
な
い
。

⑵　

情
報
の
収
集
と
共
有

　

リ
ス
ク
評
価
に
用
い
る
デ
ー
タ
は
、
規
制
対
象
金
融
機

関
や
公
開
の
情
報
源
か
ら
収
集
さ
れ
る
が
、
金
融
庁
は
、

監
督
上
の
報
告
で
集
め
た
デ
ー
タ
を
検
査
や
金
融
機
関
と

の
面
談
、
市
場
分
析
に
よ
っ
て
補
い
、
規
制
対
象
金
融
機

関
に
対
し
て
監
督
目
的
で
臨
時
の
追
加
デ
ー
タ
を
求
め

る
。
日
銀
は
、
考
査
と
オ
フ
サ
イ
ト
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

銀
行
と
証
券
会
社
の
財
務
状
況
の
情
報
を
集
め
、
市
場
操

作
や
支
払
い
決
済
シ
ス
テ
ム
の
運
営
を
通
じ
た
情
報
収

集
、
公
開
情
報
源
（
業
界
団
体
や
情
報
ベ
ン
ダ
ー
）
や
他

の
金
融
機
関
（
保
険
、
年
金
基
金
な
ど
）
に
対
す
る
臨
時
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の
調
査
を
利
用
す
る
。

　

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
は
、
金
融
庁
と
日
銀
が
リ
ス
ク
評
価
目

的
で
の
情
報
収
集
を
増
強
し
た
と
し
て
い
る
。
ク
ロ
ス

ボ
ー
ダ
ー
貸
出
拡
大
と
外
貨
資
金
調
達
ミ
ス
マ
ッ
チ
で

は
、
三
メ
ガ
バ
ン
ク
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
・
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
と
市
場
流
動
性
デ
ー
タ
の
収
集
を
強
化
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
ズ
取
引
の
デ
ー
タ
は
（
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ

ス
ク
評
価
で
の
利
用
は
限
ら
れ
て
い
る
が
）、
取
引
情
報

蓄
積
機
関
（
金
融
庁
が
規
制
当
局
）
か
ら
得
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
金
融
庁
・
日
銀
連
絡
会
の
開
始
な
ど
は
有
用

だ
が
非
公
式
で
あ
り
、
各
当
局
の
情
勢
と
リ
ス
ク
の
分
析

結
果
を
共
有
す
る
こ
と
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
と
指

摘
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
評
価
に
用
い
る
情
報
の
共
有

は
限
定
さ
れ
、
当
局
間
の
情
報
共
有
プ
ロ
セ
ス
を
管
理
す

る
覚
書
（
Ｍ
ｏ
Ｕ
ｓ
）
が
な
く
、
実
施
検
査
・
考
査
の
範

囲
と
結
果
が
公
式
・
定
期
的
に
は
共
有
さ
れ
て
い
な
い
と

も
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
銀
と
金
融
庁
が
集
め
た
デ
ー
タ

の
共
有
は
さ
れ
ず
、
日
銀
は
銀
行
と
証
券
会
社
以
外
の
金

融
機
関
か
ら
の
報
告
の
利
用
が
制
限
さ
れ
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
デ
リ

バ
テ
ィ
ブ
ズ
に
関
す
る
取
引
情
報
蓄
積
機
関
の
情
報
を
リ

ス
ク
分
析
に
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

⑶　

分
析
枠
組
み
と
リ
ス
ク
評
価

　

二
〇
一
二
年
の
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
で
は
、
金
融
安
定
分
析
枠
組

み
と
リ
ス
ク
評
価
の
改
善
の
た
め
、
テ
ー
マ
に
基
づ
く
定

期
的
な
リ
ス
ク
評
価
枠
組
み
、
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
目

的
で
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
・
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
開
発
、
シ
ス

テ
ム
上
適
切
な
金
融
機
関
、
市
場
、
イ
ン
フ
ラ
の
監
視
お

よ
び
監
督
の
強
化
、
国
家
（
ソ
ブ
リ
ン
）
と
金
融
安
定
の

連
関
性
の
監
視
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の
リ
ス
ク
監
視
取
決

め
の
深
化
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
の
監
視
と
危
機
管
理

計
画
に
つ
い
て
強
化
さ
れ
継
続
的
な
当
局
間
協
力
を
行
う

た
め
の
正
式
な
取
決
め
、
な
ど
を
提
言
し
て
い
た
。

　

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
金
融
庁
と
日
銀
は
マ
ク
ロ
プ
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ル
ー
デ
ン
ス
・
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
や
ヒ
ー
ト
マ
ッ
プ
、
早

期
警
戒
指
標
の
活
用
や
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
・
ス
ト
レ
ス
テ
ス

ト
の
開
発
な
ど
で
リ
ス
ク
評
価
を
強
化
し
た
と
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
金
融
庁
は
年
次
政
策
評
価
実
施
計
画
で
金

融
安
定
の
目
標
と
結
果
（
自
己
資
本
比
率
や
不
良
債
権
な

ど
の
指
標
）
を
公
表
し
て
い
る
が
、
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン

ス
政
策
に
特
定
し
た
中
間
目
標
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い

と
指
摘
し
て
い
る
。

　

シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
金
融
機
関
（
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
ｓ
）
へ
の

対
応
で
は
、
金
融
庁
はG-SIBs

（
三
メ
ガ
バ
ン
ク
）
を

定
期
的
な
監
督
上
の
報
告
と
臨
時
の
デ
ー
タ
要
請
で
監

視
、
信
用
リ
ス
ク
と
外
貨
資
金
調
達
の
適
切
性
を
評
価
す

る
た
め
外
貨
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
情
報
収
集
を
行
っ
て

い
る
。
日
銀
も
三
メ
ガ
バ
ン
ク
の
流
動
性
リ
ス
ク
を
監
視

す
る
。
ま
た
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
に
金
融
庁
は
二
銀
行

と
二
証
券
会
社
を
国
内
の
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
銀
行
等

（D
-SIB

）
に
指
定
し
た
。D

-SIB

は
、
追
加
的
な
資
本

要
件
や
内
部
管
理
レ
ポ
ー
ト
の
定
期
的
な
提
出
を
含
む
強

化
さ
れ
た
監
視
の
対
象
と
な
る
。

　

国
家
（
ソ
ブ
リ
ン
）
と
金
融
安
定
の
連
関
性
に
関
す
る

分
析
に
つ
い
て
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
・
ス

ト
レ
ス
テ
ス
ト
を
用
い
た
金
利
リ
ス
ク
検
証
と
日
本
国
債

市
場
の
流
動
性
状
況
の
監
視
に
よ
っ
て
拡
充
し
て
い
る
。

だ
が
、
国
債
利
回
り
の
上
昇
が
資
本
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
与
え

る
影
響
な
ど
、
ソ
ブ
リ
ン
・
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
銀
行

へ
の
信
用
リ
ス
ク
面
で
の
含
意
に
関
す
る
定
期
的
検
証
は

さ
れ
て
い
な
い
。

　

当
局
間
の
協
力
で
は
、
金
融
庁
・
日
銀
連
絡
会
は
有
用

だ
が
非
公
式
で
あ
る
。
日
銀
と
金
融
庁
は
金
融
シ
ス
テ
ム

レ
ポ
ー
ト
と
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
を
互
い
に
説

明
し
、
日
銀
の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
実
務
に
つ
い
て
議
論
し

て
い
る
が
（
金
融
庁
の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
に
関
し
て
は
行

わ
な
い
）、
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
基
準
の
調
整
（
共
通
シ

ナ
リ
オ
な
ど
）、
テ
ス
ト
の
対
象
範
囲
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
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プ
に
関
す
る
協
調
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

⑷　

情
報
伝
達
と
透
明
性

　

金
融
安
定
リ
ス
ク
評
価
の
公
衆
に
向
け
た
情
報
伝
達

は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
レ
ポ
ー
ト
と
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ

ポ
ー
ト⑺

の
公
表
に
よ
り
改
善
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
精

緻
化
さ
れ
た
分
析
手
法
と
テ
ー
マ
毎
の
評
価
（
マ
イ
ナ
ス

金
利
の
銀
行
収
益
へ
の
含
意
な
ど
）
を
用
い
た
金
融
シ
ス

テ
ム
の
動
向
や
リ
ス
ク
の
分
析
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、

金
融
庁
の
金
融
行
政
方
針
は
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
分
析

で
企
図
す
る
活
動
を
記
述
し
て
い
る
し
、
何
人
か
の
日
銀

高
官
が
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
へ
の
取
り
組
み
に
関

す
る
講
演
を
行
っ
て
い
る⑻

。
両
当
局
は
、
監
督
対
象
機
関

を
含
む
市
場
参
加
者
と
の
二
者
会
合
で
は
、
当
局
の
リ
ス

ク
評
価
に
つ
い
て
市
場
参
加
者
と
議
論
し
て
い
る
。

　

進
展
は
み
ら
れ
る
が
、
マ
ク
ロ
金
融
情
勢
や
リ
ス
ク
の

統
合
さ
れ
た
評
価
、
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
に
関
す

る
当
局
の
態
度
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
は
リ
ス
ク
評
価
に
対
応
し
た
行
動
に
焦
点
を

合
わ
せ
、
行
動
の
裏
付
け
と
な
っ
た
考
察
や
行
動
の
成
否

が
ど
う
評
価
さ
れ
る
か
は
説
明
し
て
い
な
い
。

⑸　

マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
手
段

（
監
督
ア
プ
ロ
ー
チ
を
重
視
し
た
政
策
運
営
）

　

マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
目
的
で
の
規
制
手
段
使
用
や
発

動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
決
定
権
限
は
金
融
庁
に
属
し
、
バ
ー

ゼ
ル
Ⅲ
（
資
本
保
全
バ
ッ
フ
ァ
ー
、
カ
ウ
ン
タ
ー
・
シ
ク

リ
カ
ル
・
バ
ッ
フ
ァ
ー
、
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
ｓ
の
指
定
と
政
策
措

置
）
や
証
券
金
融
取
引
の
証
拠
金
規
制
な
ど
の
国
際
的
に

合
意
さ
れ
た
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
対
処
手
段
の
実
施
に

も
責
任
が
あ
る
。
な
お
、
日
本
で
は
担
保
価
値
掛
目
比
率

（
Ｌ
Ｔ
Ｖ
）
や
債
務
対
所
得
比
率
（
Ｄ
Ｔ
Ｉ
）
等
は
マ
ク

ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
手
段
と
し
て
は
利
用
さ
れ
ず
、
金

融
庁
は
、
現
状
で
は
追
加
的
手
段
が
必
要
と
は
考
え
て
い
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な
い
と
説
明
し
て
い
る
。

　

最
近
の
日
本
で
は
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
へ
の
対
処

に
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規
制
手
段
を
用
い
た
事
例
は
み
ら
れ
な

い
。
当
局
に
よ
る
潜
在
的
リ
ス
ク
抑
制
は
、
主
に
バ
ー
ゼ

ル
Ⅲ
の
第
二
の
柱
に
基
づ
い
た
監
督
上
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ

る
。
当
局
は
、
日
本
の
経
験
で
は
よ
り
柔
軟
で
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
対
応
が
可
能
な
、
金
融
機
関
と
の
相
対
で
の
協

議
に
よ
る
対
処
が
支
持
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
金
融
機
関

と
の
対
話
は
オ
ン
サ
イ
ト
お
よ
び
オ
フ
サ
イ
ト
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
道
徳
的
勧
告
の
要
素
が
強
く
含
ま

れ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
二
〇
〇
六
～
〇
七
年
の
不
動

産
市
場
の
過
熱
時
に
用
い
ら
れ⑼

、
ま
た
、
三
メ
ガ
バ
ン
ク

が
海
外
活
動
を
拡
大
し
外
貨
流
動
性
ギ
ャ
ッ
プ
が
懸
念
さ

れ
た
と
き
に
も
用
い
ら
れ
た
。

　

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
は
、
日
本
で
は
当
局
が
マ
ク
ロ
プ
ル
ー

デ
ン
ス
上
の
問
題
に
監
督
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
る
こ
と
を

選
好
し
て
い
る
た
め
、
ミ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
上
の
規

制
・
監
督
と
は
別
の
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
の
意
思

決
定
を
行
う
明
示
的
枠
組
み
は
、
存
在
し
な
い
と
し
て
い

る
。
当
局
は
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
い
て
オ

ン
サ
イ
ト
検
査
や
オ
フ
サ
イ
ト
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の

ミ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
上
の
活
動
を
行
う
が
、
こ
う
し
た

活
動
が
当
局
間
で
ど
れ
ほ
ど
協
調
さ
れ
て
い
る
か
、
日
銀

の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
分
析
が
金
融
庁
の
意
思
決
定
プ

ロ
セ
ス
で
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
は
明
確
で
な
い
。
ま

た
、
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
変
更
の
潜
在
的
な
影
響

に
関
す
る
事
前
分
析
お
よ
び
全
般
的
な
効
果
の
事
後
的
な

評
価
を
行
う
明
示
的
な
枠
組
み
は
な
い
。

Ⅲ�

．
得
ら
れ
た
教
訓
と
対
処
す
べ
き
課

題

　

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
は
、
日
本
の
当
局
が
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
の
提
言

に
対
応
し
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
枠
組
み
を
強
化
す
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る
措
置
を
と
っ
て
き
た
こ
と
、
例
え
ば
、
金
融
庁
・
日
銀

連
絡
会
の
開
始
や
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
総
括
参
事
官
室

の
設
置
を
評
価
し
、
ま
た
、
様
々
な
デ
ー
タ
収
集
、
リ
ス

ク
分
析
へ
の
市
場
情
報
の
利
用
、
情
報
伝
搬
の
強
化
で
も

改
善
が
み
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
日
銀
と
金
融
庁
の
分
析

枠
組
み
の
精
緻
化
、
リ
ス
ク
評
価
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
の
改
善
も
認
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
進
展

を
指
摘
し
た
上
で
、
包
括
的
な
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政

策
枠
組
み
を
肉
付
け
し
運
用
し
て
い
く
に
は
更
な
る
活
動

が
必
要
だ
と
し
て
三
つ
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

一
、
金
融
安
定
に
関
す
る
制
度
面
の
強
化

　

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
は
、
金
融
庁
と
日
銀
は
共
に
シ
ス
テ

ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
の
評
価
を
行
っ
て
い
る
が
、
規
制
上
の
健

全
性
手
段
（
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
目
的
を
含
む
）
の
使

用
や
発
動
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
決
定
権
限
は
金
融
庁
に
属

し
、
金
融
庁
の
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
は
ミ
ク
ロ
プ

ル
ー
デ
ン
ス
上
の
規
制
・
監
督
と
不
可
分
で
、
同
一
の
内

部
プ
ロ
セ
ス
で
意
思
決
定
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
し

て
い
る
。
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
に
は

異
な
る
目
的
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
各
当
局
の
内
部

で
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
評
価
と
政
策
的
含
意
を
協
議
す

る
明
確
な
プ
ロ
セ
ス
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ

ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
上
の
問
題
に
よ
り
強
く
焦
点
を
合
わ

せ
ら
れ
る
。

　

金
融
庁
・
日
銀
連
絡
会
（
Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｓ
）
は
、
正
式
な
マ

ン
デ
ー
ト
の
付
与
、
他
の
関
連
当
局
へ
の
メ
ン
バ
ー
拡

大
、
各
メ
ン
バ
ー
の
責
任
と
説
明
責
任
の
定
義
を
含
め
、

制
度
的
基
盤
を
整
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
両
当

局
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
覆
す
こ
と
や
メ
ン
バ
ー
の
運
営

上
の
独
立
を
阻
害
せ
ず
に
、
連
絡
会
の
機
能
へ
の
貢
献
の

明
確
化
や
、
シ
ス
テ
ム
全
体
の
リ
ス
ク
の
評
価
と
軽
減
へ

の
よ
り
強
い
協
力
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
連
絡

会
の
機
能
を
支
え
る
機
構
を
創
設
す
れ
ば
運
営
を
よ
り
効
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果
的
に
で
き
る
。
他
の
国
々
で
の
類
似
し
た
組
織
と
同
様

に
、
警
告
を
発
す
る
こ
と
や
遵
守
す
る
か
説
明
す
る
か
に

基
づ
い
た
提
言
、
活
動
と
決
定
の
公
衆
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
明
示
的
権
限
の
付
与
も
検
討
に
値

す
る
。

提
言
１
：
日
本
の
金
融
安
定
に
関
す
る
制
度
的
措
置
に
関

し
て
は
、
⒜
日
銀
内
部
お
よ
び
金
融
庁
内
部
の
シ
ス
テ

ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
評
価
と
そ
の
政
策
的
含
意
を
シ
ニ
ア
・
レ

ベ
ル
で
議
論
す
る
明
確
な
プ
ロ
セ
ス
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、
⒝
金
融
庁
・
日
銀
連
絡
会
（
Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｓ
）
に
正
式
な

マ
ン
デ
ー
ト
を
付
与
し
、
金
融
安
定
に
関
連
す
る
他
の
当

局
に
も
メ
ン
バ
ー
を
拡
大
、
機
能
の
支
援
に
必
要
な
機
構

を
発
展
さ
せ
強
固
な
制
度
的
基
盤
を
与
え
る
。

二
、
当
局
間
の
協
力
促
進

　

こ
の
数
年
、
日
銀
と
金
融
庁
は
リ
ス
ク
分
析
に
関
す
る

調
査
結
果
の
情
報
共
有
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、
改
善
の

余
地
は
あ
る
。
例
え
ば
、
日
銀
と
金
融
庁
が
一
般
的
に
は

収
集
し
た
情
報
を
共
有
し
な
い
た
め
、
銀
行
は
同
じ
デ
ー

タ
を
両
当
局
に
別
々
に
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
日

銀
は
銀
行
と
証
券
会
社
以
外
の
金
融
機
関
の
報
告
デ
ー
タ

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
、
そ
う
し
た
金
融
機
関
が
引

き
起
す
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
能
力
が
制
約

さ
れ
て
い
る
。

　

日
銀
と
金
融
庁
と
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
分
析
で
の

協
調
も
事
後
的
に
な
り
が
ち
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ス

ク
の
評
価
を
金
融
シ
ス
テ
ム
レ
ポ
ー
ト
や
金
融
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
レ
ポ
ー
ト
の
公
表
後
に
伝
え
て
い
る
。
リ
ス
ク
評
価

の
焦
点
や
手
法
に
つ
い
て
事
前
の
協
調
は
相
対
的
に
少
な

く
、
両
当
局
が
同
様
な
種
類
の
リ
ス
ク
を
異
な
る
手
法
で

分
析
し
、
相
手
の
デ
ー
タ
と
ア
プ
ロ
ー
チ
を
活
用
し
て
い

な
い
。
金
融
庁
が
監
督
す
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
・
ス
ト
レ
ス

テ
ス
ト
と
日
銀
が
実
施
す
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
・
ス
ト
レ
ス

テ
ス
ト
で
も
、
事
前
の
共
通
ス
ト
レ
ス
シ
ナ
リ
オ
の
設
定
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や
事
後
的
な
結
果
の
比
較
（
日
銀
の
行
っ
た
結
果
は
共
有

さ
れ
る
）、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
関
す
る
合
意
は
少
な
い
。

　

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
は
、
相
互
連
関
性
に
関
す
る
共
同
の
分

析
枠
組
み
や
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
ア
プ
ロ
ー
チ
比
較
な
ど

の
協
調
し
た
リ
ス
ク
評
価
枠
組
み
は
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ

ス
ク
評
価
を
強
化
す
る
た
め
に
両
当
局
の
デ
ー
タ
と
専
門

的
能
力
を
統
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
よ
う
な
金
利

環
境
で
は
と
り
わ
け
重
要
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
共
同

作
業
は
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
と
そ
の
発
生
原
因
に
関

す
る
見
解
の
違
い
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
相
互
の
理
解
と
市

場
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
改
善
さ
せ
る
と

し
て
い
る
。

提
言
２
：
日
銀
と
金
融
庁
は
、
よ
り
協
調
し
た
リ
ス
ク
評

価
枠
組
み
を
開
発
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
シ
ス
テ

ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
分
析
で
の
両
当
局
間
の
デ
ー
タ
共
有
取
決

め
の
拡
大
、
情
報
と
専
門
性
を
相
互
に
補
完
し
生
か
す
た

め
の
協
働
の
分
析
作
業
（
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
や
連
関
性
の

分
析
な
ど
）
の
育
成
が
含
ま
れ
る
。

三
、
金
融
安
定
分
析
の
拡
充

　

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
は
、
日
銀
と
金
融
庁
は
よ
り
深
い
ス
ト

レ
ス
テ
ス
ト
の
実
施
、
日
本
のG-SIB

（
メ
ガ
バ
ン
ク
）

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
増
強
や
改
善
さ
れ
た
分
析
手
段
を
通
じ

て
、
金
融
安
定
分
析
を
強
化
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
い
く
つ
か
の
分
野
で
改
善
の
余
地
が
残
る
と
し
て

以
下
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

日
銀
の
金
融
シ
ス
テ
ム
レ
ポ
ー
ト
は
主
に
銀
行
部
門
に

焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
が
、
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
部
門
は
広

範
で
あ
り
、
そ
の
成
長
は
銀
行
部
門
を
上
回
る
。
現
在
の

金
利
環
境
が
よ
り
長
く
続
け
ば
、
一
部
の
ノ
ン
バ
ン
ク
金

融
機
関
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
脅
か
さ
れ
か
ね
な
い
。
当

局
は
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
の
評
価
を
拡
大
し
、
ノ
ン
バ

ン
ク
金
融
部
門
に
つ
い
て
よ
り
量
的
な
分
析
を
補
強
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
金
融
シ
ス
テ
ム
で
の
相
互
連
関
性
の
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分
析
も
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
銀
行
と
他
の
金
融
機
関
と

の
結
び
つ
き
に
関
す
る
デ
ー
タ
と
分
析
は
対
象
範
囲
に
限

界
が
あ
り
、
リ
ス
ク
を
完
全
に
分
析
す
る
に
は
不
十
分
で

あ
る
。

　

国
家
（
ソ
ブ
リ
ン
）
と
金
融
の
安
定
性
の
結
び
つ
き
の

分
析
強
化
は
有
用
で
、
政
府
債
務
と
そ
の
国
内
金
融
シ
ス

テ
ム
で
の
保
有
が
高
水
準
な
日
本
に
は
重
要
で
あ
る
。
ス

ト
レ
ス
テ
ス
ト
で
の
ソ
ブ
リ
ン
・
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の

リ
ス
ク
評
価
は
、
国
内
政
府
債
券
利
回
り
上
昇
を
含
む
シ

ナ
リ
オ
で
拡
充
で
き
る
。

　

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
・
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
導
入
と
監
督
プ

ロ
セ
ス
へ
の
組
み
入
れ
で
は
重
要
な
前
進
が
あ
り
、

G-SIB

に
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
・
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
が
要

請
さ
れ
、D

-SIB

（
国
内
の
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
銀
行

等
）
に
も
導
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
対
象
範
囲
を
よ

り
広
げ
る
こ
と
は
（
大
手
地
銀
、
主
要
な
保
険
会
社
や
年

金
基
金
な
ど
）、
金
融
機
関
集
団
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス

ク
評
価
を
強
化
す
る
だ
ろ
う
。

提
言
３
：
日
銀
と
金
融
庁
は
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
の
分

析
を
、
⒜
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
・
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
対
象
を

Ｓ
Ｉ
Ｂ
以
外
に
も
拡
大
、
⒝
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
部
門
の
リ

ス
ク
評
価
を
強
化
、
⒞
国
家
（
ソ
ブ
リ
ン
）
と
金
融
安
定

の
相
互
関
係
の
分
析
の
拡
大
、
に
よ
り
拡
充
す
る
こ
と
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

Ⅳ�

．
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
公
表
後
の
動
き
に

つ
い
て

　

参
考
ま
で
に
、
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
公
表
後
に
実
施
さ
れ
た

当
局
の
協
調
強
化
の
例
と
し
て
カ
ウ
ン
タ
ー
・
シ
ク
リ
カ

ル
・
バ
ッ
フ
ァ
ー
比
率
（
Ｃ
Ｃ
ｙ
Ｂ
）
の
運
営
プ
ロ
セ
ス

を
紹
介
し
た
い
。
二
〇
一
七
年
四
月
に
改
正
・
適
用
さ
れ

た
「
主
要
行
等
向
け
の
総
合
的
な
監
督
指
針
」
等⑽

で
は
、

カ
ウ
ン
タ
ー
・
シ
ク
リ
カ
ル
・
バ
ッ
フ
ァ
ー
比
率
に
つ
い
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て
〝
金
融
庁
が
適
切
と
認
め
る
指
標
（
例
え
ば
、
総
与

信
・
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
、
金
融
機
関
の
貸
出
態
度
Ｄ
Ｉ
な
ど
）

等
を
参
考
に
し
つ
つ
、
日
本
銀
行
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、

総
合
判
断
を
行
い
、
カ
ウ
ン
タ
ー
・
シ
ク
リ
カ
ル
・
バ
ッ

フ
ァ
ー
比
率
を
決
定
す
る
。〟
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
政
策
運
営
の
プ
ロ
セ
ス
に
金
融
庁
・
日
銀
連
絡
会
で

の
協
議
が
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
図
表
３
参
照⑾

）。

　

決
定
権
限
は
金
融
庁
に
あ
り
、
発
動
内
容
は
協
議
を
経

て
金
融
庁
長
官
が
決
定
す
る
が
、
運
営
プ
ロ
セ
ス
で
は
連

絡
会
で
の
協
議
前
に
日
銀
で
も
カ
ウ
ン
タ
ー
・
シ
ク
リ
カ

ル
・
バ
ッ
フ
ァ
ー
比
率
の
変
更
方
針
に
つ
い
て
機
関
決
定

を
行
い
、
連
絡
会
で
の
協
議
と
認
識
は
政
策
委
員
会
に
報

告
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
の
提
言
１
で
は
、
金
融
安
定
に
係
る
制

度
的
措
置
と
し
て
、
金
融
庁
と
日
銀
が
そ
れ
ぞ
れ
シ
ス
テ

ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
評
価
と
そ
の
政
策
的
含
意
を
シ
ニ
ア
・
レ

ベ
ル
で
議
論
す
る
明
確
な
プ
ロ
セ
ス
を
発
展
さ
せ
る
こ
と

図表3　カウンター・シクリカル・バッファー比率（CCyB）の運用の大枠
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（
注
）

⑴　

FSB, 

“Peer Review
 of Japan

” 21 D
ecem

ber 2016.

⑵　

IM
F, Country Report N

o. 12/210 

“Japan: Financial Sec-
tor Stability A

ssessm
ent U

pdate

” August 2012

を
参
照
。

⑶　

IM
F, 

“Japan: Staff Concluding Statem
ent of the 2017 A

r-
ticle IV

 M
ission

” June 2017.

を
参
照
。

⑷　

IM
F-FSB-BIS, 

“Elem
ents of Effective M

acroprudential 
Policies

” 31 A
ugust 2016

を
参
照
。
各
国
の
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン

ス
政
策
の
運
営
体
制
は
、
同
報
告
書
の
補
論
：
「
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ

ン
ス
政
策
運
営
の
制
度
モ
デ
ル
」
か
ら
運
営
体
制
の
表
を
引
用
。

⑸　

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
は
、
二
〇
〇
六
年
三
月
の
〝
新
た
な
金
融
政
策
運

営
の
枠
組
み
の
導
入
に
つ
い
て
〟
に
言
及
。
日
銀
が
金
融
政
策
の
運

営
方
針
を
決
定
す
る
際
は
「
二
つ
の
柱
」
に
よ
り
経
済
・
物
価
情
勢

を
点
検
す
る
。
第
一
の
柱
と
し
て
先
行
き
二
年
程
度
の
最
も
蓋
然
性

の
高
い
見
通
し
を
点
検
、
第
二
の
柱
で
よ
り
長
期
的
な
観
点
を
踏
ま

え
金
融
シ
ス
テ
ム
面
の
リ
ス
ク
な
ど
様
々
な
リ
ス
ク
を
点
検
す
る
。

⑹　

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
の
記
述
を
確
認
す
る
た
め
、〝
屋
敷
利
樹
：
「
マ
ク

ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
総
括
参
事
官
室
を
中
心
と
し
た
一
体
的
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
」
金
融
財
政
事
情
二
〇
一
五
年
一
一
月
九
日
号
〟
お
よ
び
「
金

融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
有
識
者
会
議
」
第
四
回
の
資
料
を
参
照
し
た
。

⑺　

平
成
二
七
事
務
年
度
か
ら
は
、
我
が
国
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
現
状

に
加
え
、
金
融
行
政
の
重
点
施
策
に
関
す
る
進
捗
・
評
価
や
金
融
庁

や
、
金
融
庁
・
日
銀
連
絡
会
（
Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｓ
）
に
正
式
な
マ

ン
デ
ー
ト
を
付
与
す
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

　

提
言
と
比
べ
る
と
、
マ
ン
デ
ー
ト
の
付
与
や
事
務
局
の

設
置
な
ど
の
制
度
改
正
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
日
銀
が

行
っ
た
金
融
シ
ス
テ
ム
の
リ
ス
ク
に
関
す
る
分
析
と
評
価

が
、
金
融
庁
と
の
協
議
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
日
銀
の
権
限
・
責
任
等
に
関
す
る
制
度
変

更
を
行
わ
な
い
範
囲
で
、
両
者
の
役
割
を
よ
り
具
体
化
し

た
も
の
と
い
え
よ
う⑿

。

　

ま
た
、
金
融
庁
に
よ
る
決
定
は
総
合
判
断
に
基
づ
く
も

の
だ
が
、
参
考
と
す
る
指
標
を
例
示
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

一
定
の
透
明
性
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
。
金
融
庁
と
日
銀

と
の
連
携
が
ど
う
い
っ
た
形
で
強
化
さ
れ
て
い
く
か
に
つ

い
て
は
今
後
と
も
注
目
し
た
い
。

�

以
上
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の
改
革
を
含
め
た
〝
金
融
レ
ポ
ー
ト
〟
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

⑻　

二
〇
一
四
年
一
一
月
一
二
日
の
佐
藤
審
議
委
員
の
講
演
〝
マ
ク
ロ

プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
と
日
本
銀
行
の
取
り
組
み
〟
を
参
照
。
よ
り
最

近
で
は
、
黒
田
総
裁
の
講
演
〝
頑
健
な
金
融
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向

け
て
―
金
融
危
機
後
の
取
り
組
み
と
今
後
の
課
題
―
〟
二
〇
一
七
年

二
月
一
六
日
が
あ
る
。

⑼　

FSB, 

“Peer Review
 of Japan

”「A
nnex 2: T

he 2006-07 

“mini-bubble

” in the Japanese real estate m
arket

」
を
参
照
。

⑽　

金
融
庁
：
「
主
要
行
等
向
け
の
総
合
的
な
監
督
指
針
」
等
（
案
）

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
回
答
等
に
つ
い
て
（
報
道
発
表

資
料
：
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
）
を
参
照
。

⑾　

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
・
シ
ク
リ
カ
ル
・
バ
ッ
フ
ァ
ー

規
制
の
制
定
に
関
連
し
て
注
二
〇
で
“The authorities report 

that the countercyclical buffer w
as set by the JFSA

 in 
consultation w

ith the BO
J.

”
と
言
及
し
て
い
る
。

⑿　

日
本
銀
行
：
金
融
シ
ス
テ
ム
レ
ポ
ー
ト
（
二
〇
一
七
年
四
月
号
）

で
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
確
保
に
向
け
た
関
係
当
局
と
の
連
携

の
一
例
と
し
て
〝
二
〇
一
七
年
三
月
に
金
融
庁
の
監
督
指
針
が
改
正

さ
れ
、
金
融
庁
が
カ
ウ
ン
タ
ー
・
シ
ク
リ
カ
ル
資
本
バ
ッ
フ
ァ
ー
の

水
準
を
変
更
す
る
際
に
は
、
日
本
銀
行
と
の
協
議
を
踏
ま
え
て
決
定

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。〟
と
し
て
い
る
。

�

（
さ
し
だ　

あ
き
お
・
当
研
究
所
特
任
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー
）


